総合評価方式における一括審査方式について

一括審査方式とは
参加資格要件等を共有できる複数工事の発注が同時期に予定されている場合において、競争参加申込者からの技術資料等の提出を１部のみとし、技術審査・評価を一括して実施するものです。
事業の執行における入札・契約手続き等の効率的かつ円滑な実施を図ります。

一括審査方式の概要
・一括審査方式による入札の対象となる工事（以下「一括審査対象工事」といいます。）は、入札公告に一括審査方式であることを明記したうえで、それぞれの工事ごとに、同じ公告日で案件登録を行います。
・複数工事の発注に対して、同じテーマの技術提案を求めます。
・入札は、すべての工事または希望する工事のみ参加することができます。
・入札公告で示した開札順番ごとに開札し、工事ごとに評価値の最も高い者が落札候補者となります。
・一括審査対象工事について提出する技術資料で、配置予定技術者は複数名申請することができます。この場合、技術者の能力に関する加算点合計が最も低い技術者を評価します。
・先に開札した一括審査方式対象工事を落札した企業は、以降に落札決定する他の一括審査方式対象工事の入札を無効として扱います。
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一括審査方式での入札手続き
・一括審査対象工事の複数の工事に参加申請する場合は、電子入札システムにおいては、工事ごとに案件登録がされているため、それぞれに参加申請手続きが必要です。
・技術資料の提出は、技術審査・評価を一括して実施するため、複数の工事に参加申請する場合でも１件分です。（複数工事に参加し、かつ電子入札システムにて技術資料を提出する場合は、工事①の参加申請書に技術資料一式のファイルを添付してください。）
・入札書は 、電子入札システムにおいて参加する工事ごとに提出します。
・工事費内訳書は参加を希望する工事ごとに提出します。
・参加資格事後確認書類（企業要件（施工実績）及び配置予定技術者（資格及び施工実績）届出書（様式２－１号）、納税確認書及び納税証明書）は、同一のものとなりますが、複数の工事に参加する場合は、参加する工事ごとに提出します。

【一括審査方式の対象工事】

工事①一級河川河合川河川維持修繕（河床掘削）工事（その１）

工事②一級河川河合川河川維持修繕（河床掘削）工事（その２）

工事③一級河川鞆田川他１川河川維持修繕（河床掘削）工事

上記工事に係る入札手続きについては、下表のとおりです。
なお、一括審査方式の対象工事の落札者の決定は、工事①から工事③の順に行います。

	対象工事
手続き
	工事①
	工事②
	工事③
	摘要

	１
	競争参加資格確認申請書の提出
	〇
	○
	○
	電子入札システムにおいて複数の工事が別々に案件登録されているため、工事ごとに、電子入札システムによる参加申請書の提出が必要です。

	２
	技術資料の提出
	○
	複数の工事について技術審査を一括して行うので、複数の工事に参加する場合でも提出は共通で１件分です。
入札情報サービスに添付されたファイルを必ず使用のうえ作成し、紙媒体又は電子入札システムで提出してください。

	３
	入札書の提出
	○
	○
	○
	電子入札システムにより、参加する工事ごとに提出してください。

	４
	工事費内訳書の提出
	○
	○
	○
	電子入札システムでの入札書提出時に、参加する工事ごとに、それぞれの入札金額に対応した工事費内訳書を提出してください。

	５
	事後確認書類等の提出
・企業要件（施工実績）及び
配置予定技術者（資格及び施工
実績）届出書（様式２－１号）
・専任特例１号の主任技術者等
配置予定届出書(様式第２－２号)
（配置する場合のみ)
・専任特例２号の監理技術者
配置予定届出書(様式第２－３号)
（配置する場合のみ)
・専任特例営業所技術者の
主任技術者等配置予定届出書
（様式第２－４号）
（配置する場合のみ）
・納税確認書及び納税証明書
・施工能力の確認できる資料
（要件としている者のみ）
	○
同一
の物
	○
同一
の物
	○
同一
の物
	複数の工事に参加する場合は、左記資料が同一のものにはなりますが、電子入札システムでの入札書提出時に、参加する工事ごとに提出してください。
様式２－１号、２－２号、２－３号、２－４号は、入札情報サービスに添付されたファイルを使用してください。


※「〇」は、提出が必要であることを示す
